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2023年度の主な活動報告

●加入報告
2023年度は加入294名、脱退270名となり、
24 名増加し 3,099 名（個人加入含む）とな
りました。目標 3,150 名に対し加入目標は
達成できませんでした。
全国的に拡大対象が限られてきたことが目
標を達成できなかった大きな要因ですが、
ワーカーズの解散・事業不振等による脱退
が目立った年でもありました。
個人加入は 3 名加入、6 名脱退し、期首 33
名から 3 名減少し、30 名となりました。脱
退理由は仕事を辞める、社会保険加入といっ
た理由です。

●主な活動
・2024 年 1 月開催の WNJ 全国会議に取締
役 3 名、事務局 3 名が参加し、全国のワーカー
ズと情報共有することができ、1 団体（長野）
の加入につなげることができました。

・実務担当者学習会を 12 月にオ
ンラインで実施し、各連合組織
の協力のもと、ワーカーズから
11 名が参加しました。

生活クラブ組合員である主婦が中心となって、
もう一つの働き方であるワーカーズを生みだし、
事業・活動を推進してきましたが、社会状況の
変化に伴い、ワーカーズのあり様も変化してき
ていると考えます。
ワーカーズの労働環境がどのように変化してい
るか、ワーカーズ共済の存在意義および方向性
を確認していく必要があると考え、2024 年度
はワーカーズ共済継続検討プロジェクトを実施
し、改めてワーカーズの存在価値も確認してい
きたいと考えます。　

●加入促進
期首 2,987 名からワーカーズは実質増加 60 名、
個人加入は 10 名を目標とし、年度末（3 月 1 日）
3,050 名を目指します。

●ワーカーズ共済継続検討プロジェクト
ＷＮＪおよび各連合組織と連携し、ワーカーズ
共済継続検討プロジェクトを実施していきます。

●実務担当者学習会
2024 年度もワーカーズ共済の申請についてな
どメンバーの質問、疑問に答える学習会を行い
ます。ワーカーズの共済担当の方以外に個人で
ぜひここが聞きたいという方も参加できます。

　6月2７日第1３回株主総会が終了しました。ワーカーズ・コレクテイブ所得保障共済（以下ワーカーズ
共済）は、2022年に理念を継続するために保障内容の改定を実施し、2023年度保険金額を予算内に収め
ることができました。コロナ感染症も5類へ移行となり、ワーカーズ共済でも通常の病気休業対象となりま
したが、まだまだ感染する方は多くみられます。今後ともワーカーズ共済は、ワーカーズメンバーの労働
をサポートしていく所存ですので、ご支援ご理解よろしくお願い致します。
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実務担当者学習会
　例年通り、
12月10日（火）10︓30～12︓00　

に行います。

・電話での聞き取りについて
・申請請求書の作成について
・事務局困りごと
参加者の皆さんから日頃から疑問に思ってい
る事、質問などを出して頂き、ざっくばらん
に話し合える機会と考えています。奮ってご
参加下さい。

＊申込方法：
　info@wco-kyousai.com　まで

ワーカーズ名・参加者・学習会参加用アドレス
をご記入の上、お申し込みください。

　らら・むーぶ緑は、外出支援サービスを行っているワーカーズです。横浜市緑区
で活動して１４年目となり、地域の皆様に理解され、ディーサービスの送迎を含め、
福祉車両や自家用車を使用して、多数のメンバーが日々忙しく送迎活動しています。

事業活動（送迎以外の業務を含め）が繫忙し拡大するにつれて、メンバーに様々なリスクが考えられる中、地域
協議会で「ワーカーズ・コレクティブ共済」の紹介がありました。
不幸にして就業中にケガした時とか、病気になって休業せざるを得ない場合の保証が説明されており、らら・むー
ぶ緑として「何らかの形でメンバーを援助できる」、「継続して働いてもらえる」といった思いと一致したので、
理事会・定例会に諮ったところ、多くの賛同を得たので団体加入することにしました。
幸いにして今現在、給付対象なる事案は起こっていませんが、らら・むーぶ緑の「福利厚生」として、メンバー
が「安心して活動できる礎」にもなっていると思っております。

らら・むーぶ緑
菅原道彦

新規加入W.Co 紹介

お知らせコーナー

2025 年 1 月予定しています。

「共済だより」発行時期について
アンケートのお願い

次回、共済だよりについてのアンケート
を実施します。ご協力お願い致します。

骨折での申請が増えています
・職場の外階段で滑って肋骨を骨折した
・訪問介護の後、駅に向かって歩いている時
雪道で滑り、右手関節内骨折した
・退勤時、雪道で足を滑らせ転倒し、
右足関節を骨折した。・・・など

ワーカーズ共済に申請する
場合は、医師の診断が必要
です。
＊接骨院は柔道整復師という
資格で、医師ではありません。
・整形外科受診前の接骨院等
の通院は保障の対象で
はありません。
・整形外科での診断
後、接骨院等の施術日
は通院期間と認めます。

女性は 50 代から骨密度が
急激に低下します。 健康
診断の時に骨密度をオプ
ションで検査できる場合
がありますので、 併せて
申し込むと良いですね！


